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〈串学校教翼養成課程⑳紅教稀事欝教育科鑓（小事秘講と新教携硬究ま（梅等教科教育法1との驚達に離する観覧〉

「小専国語」と「初等国語科教育法」との

　　　　　　　　　　　　　　　課程編成上の関連について

村上直治偶語科教諭

至　まえがき

　小学校教員養絞課程に学ぶ学生が，専門科欝と

して履修する科震ゼ小事瞬語まと「初等麟語科教

畜法まとの闘ζこは，　どのような鷺連力寸あ鞭，　また，

なければならないか。これを轡肇らかにすることを

騒指上しての模索献溌を，以下に輻告し，各方面か

らの御意見を覆蔵したい。

　先に，紀要第H号溺雛と第葺号琴瞬羅そのiにお

いて，渡透と村上の報告によ静〉，ギ小専属語達の実

践状溌と工夫の種々の試みを記した。従って，本

稿で1ま．おもに薪初等縫語科教育法遥の実践状溌

と工夫の試みを記したい．そしてその報告の、ヒに

立って．爾科目の課程編威一勤の灘連の仕緩み方を

問題提超してみたい。それは，爾科欝の特質に関

する開題縫起ともなろう。

登　r窃等国語科教育法まの外的携造

　輩　「匿語教育まと魑語科教寳ま

　欝欝年度後難講義の玉コマに．ゼ橿鳥禦溝語教官

の現状と問題点達と題する特辮講義を設け，彊島

幕内の校長さんに講麟をお難いして実施した。経

験三十数年の教麟であ鞍，ベテラン縫語教麟であ

る講轟奉と華客警手ぎ合せをしたとき，瞬暮暮率畢教育のこ

とばか鯵でなく，瞬語科外の縫帯的な濁語の教畜

についても是非話題のひとつにという話とな鯵，

していただいた。学生の感想文によると．非常な

興鐸泰と切実な関’むを鐸響ぴ起こされた霞勇題のむ筑とつ

だったようである。

　さて，韓語科教育のことを，単に「国語教舞茸

と縮めて叢ってしまう場合が多い。しかし，ギ購語

科教畜まと「羅語教育3とは，厳密には区窮して

縫われるべき語である。鰻語科教潮は，瞬語科

という教科の学習指導の群舞霧こ行われる綴語の教

毒を指す。それ，に請しヂ縁語教毒まは．薪韓語科教

育」を含め，纏教科や教科磐のすべての場で背わ

れる羅語の教育全体を指す。学校教官に鰻足せず，

極めて広義に一般的に害えば，羅本語縫講を盈と

する生活をしていて響本を母羅とする人々が，嬉

互の闘に生起せしめている母錘語教毒の事態を撮

して使われることば，と舞うこともできよう．

　馨語科教畜を考えていく場合に，このド国語教

育」という大きな」観点を忘れてしまうと，幼冤教

育や生涯学習との関連，飽教科・教科外・縫蓮諸

科学とのつなが季》等において，霧鎖的になってし

まう亀験がある．学校教育全体の中での毯語科教

育の綾羅づけを見失うおそれがある．繭記特鍵講

義の内容設定にあたって醗癒した意灘もそんなと

ころ1こあったわけである。

　ゼ懸語秘教；濤は，学校教曹において行われ．る羅

語数脊の中核であ争〉，基礎である纏1繊

　このような位置づけとともに，一方では，次の

ような纏教科等との関連にも，まず留意して，務

等撰語科教育法の授業展露を実践してきている。

　2　「遜科教育まと「蜜語科教育まと⑱接点等

　隅語教創は．薦項に逮べたように，どの教
科でも行われてお撃），行わ義ねばならないが，こ

こでは，「理科教育まと睡彗語科教育蓬との接点の

開題を事擁として，地教科教官との接点のあ今方

をみておきたい。

　板倉聖豊氏が25年ばか垂〉醜に，ギ今霞のぎ礫群選

軟膏には，科学戦膏なら縣然含めなければならぬ

ものが欠けて窪いるとし，一一鰹として科学書の談
叢餐奪導欠麹薯を餐紬篤したことカごあった。瀧｛欝今，国護百

科教誨における説聡的な文章の読みかた指導とか

かわって．あの指摘を考えてみたい。

　板倉氏は書いている。薩どのような科学書をい

力縛こ叢壼むカ、垂という欝1題睾ま科学教漏奪の重要な一一環

です。ところが，よほど変わった1先生でなければ．

ζ理科≦の時醐に科学書の読書指導をやろうとは

しません纏　ゼ多くの入ぴと1ま，ぎ理科墨の時間とい
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うのは，婁験や観察をする暗闘だ，と思いこんで

います。（率略1これは科学者の欝究の一錘しか見

ていない考え方といわねばなりません贔ギ科学者

は嶽分馨身で自然に饑いかけて新しい事実や法難

を晃いださなけれ。韓fな弩ません。　しかし新しい発

見ができるようになるためには，その蕎韓こ．たく

さんの奉や譲文を読んで飽の科学者が発見したこ

とを知ることが先決です。その論文や本に書いて

あることのうち，蓼これはあやしいぞ遷とか『ほん

とうにそうかなあ垂と思ったことは窪分でも実験

しなおして確かめてみなけ麗ばな鯵ませんが，勉

の科学者のやった実験の全都をや今なおさなくた

ってよいのです纏ゼ科学というの1ま祇会的な難産

です纏　ギたくさんの專絹の科学煮たちが分業で築

きあげたことをいち早くと讐入れるような態度の

ほうがよほどたいせつでしょう纏

　以上のように板倉氏は，翕然の事物から直接学

びとる知識よ纏，勉入から学びとる知識の方が圧

倒的に多い現代縫会における，科学教畜のあ撃方

の大事な一錘を強調的に示している。

　そして，ギ今馨の小・率・高校の科学教育では翫

静的な雑多な知識は膨大につめこんでいながら，

科学上のもっとも基礎になる概念や原理・法則と

なると，なにひとつ確案に教えきっていないとい

うのが実憐葺今騨までの理科教育では，桂会に鐵

てから直接役に立つかも知れ．ないことのひとつひ

とつ纐琴ll的な知識を，片っ1ぎしから教えようとす

るから無運がおこる」と指摘し，「軽会に繊てからそ

糎ぞれの必要に癒じて特殊な知識をと鯵入れると

いうことを薦提とした教育では，轟然教育の内容

も原理懸3なものに集中させなけれ1まならないまと

いうふうに主張をしていたのである。

　国語科で説絹的な文章の読みかたを指導する場

合，板倉氏の科学書の読書捲導と重なる分野も含

めて行なっている。読みかたという露語活動の指

導の一部が，還零｝教育とオーノ｛一ラップする接点

を持っているわけである。この点で，ひとつの学

科課程纐戒、しの協議題が見えているようにも思え

るのである。

　運科教育と馨語科教育との接点の問題は，地の

教科教育と醒語科教育との接点の醗題，道徳や教

科外指導との接点の問題を示唆している。褥警醒

語科教袴法の授業では，このような点に留意して

進めてきたつも号である。

欝　r靭等国語科教育法まの内的講造

　毒　目的・内容・方法

　わが学部のこの科§の掻当考である筆者1ま，お

よそ次のような欝的廼握のもとに，この群議の授

業を展開してきた。

　学生たちに，授業づく鞍を中心とした小学校溝

語科教育のあぎ）方に関して，課題の発見とその解

決を瞬らせていく．その遍程を通じて，初等溝語

科教育についての体験的会得と理論的掘握を，次

第に進めさせていき，教麟としての力量を培わせ

ていきたい。

　以下，この篶的について若干の解説を試みるか

たちで，科§の実践状瀧報告を続ける。

　（舞　教官纏ギ構を蓋どうま教えているつも琴か

　飼を教えているのかと難われれぼ，上記のよう

に，授業づく鞍を中心とした小学校蜜語科教育の

あ今方と答えることになる。実際そうしてきたつ

も穆でもある。この場合，ゼ癬」にあたることが，

ドあ今方窪である点に1ま留意しておきたい。季受業

のための教材選択，教材解駁，授業案づく垂），授

業の緩麗，授業の観察と記録．授業の評緬，授業

関係年開講轡等，すべては，そのあ鱗方が課題と

なるのである。したがってこの科繋では，余勢的

な体験的会得と，高度な自覚（対象化）によって

擁能な躍論的控i握とを，共1こ保証するような「方

1去まが求められるのである。いわゆる演習の必要

も随轟に起こってくるのである。「内容3が必然的

に，あるゼ方法蓬を求めていると瞬時に，ある「方

法賛響内容まの特質を規定しているわけである。こ

の搬互規定性は，継的重とゼ内容・方法葺との観でも

考慮しておきたいことである、最終的なかたちと

しては．第一発艦考のような位置に蔽まる拝1的ま

も，ゼ内容・方法」に支えられてこそ成書）立ってい

るわけである。

　さて，筆者がこの科騒でやっているつぴ）のこ

との…部をやや詳しく記すことにしたい。あとで

ギ小事濁語達との関連を考えるためにも。
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季隼問を遍して4〉孟な内容項欝　ぐ§β年度）

欝 項 目

☆1轡、

5
擁

　体」の交流によっi

　て・雛が発見醐
　体験をつく鯵鵬し．

　ていくように！

　法の鐵発点

　　　r礁臨轍i
　膏法達とは．どん

　科目か。

　餅ぴ諏脇そi
　　ぴ」の体験から

　　考える。

②文章鰍趨
　　文〉を読む体験．

　　から考える。

（21　ゼ綴入試斑＃全i

、鋤　年闘の予定は？一

叢　初等瞬語科軟膏・

畷業講膿むi
　体験から考える。i

④糞欝i

罐　　考』

i（2激育磯秘要1
　不再欠の醗慮事項・

　について考えておi

O　Tからの提起。

○ノートづく身），

　レポートづく鯵

　（纒1入，班〉．5

　分麗カード記遽

　等をしながら進

　めていくという

　こと。

G斑綴織をっくっ

　た。

○大39灘莚で示した。

○文部省指導要領

　についての学習

　も雛羅づけた。

Gことばあそびの

　事象を見つめた。

○ゼ読むまという事

　象を見つめた。

　《草野心事の詩，

　新春の歌」を読

　み合った。／

○授業という事象

　を発つめた。

G開題を持つ一
　原理・法則を見

抜く一→方法を

　あみ餓す。

○〈繋の①②③の体

　験を患い黙した

　妻）して考えた。

6
月

7
一
§
舞
初
（
§
月
）

嚢
舞

　一つ。

①§己醗放（闘放〉

　　ということと集．

　　懸の綴織とその

　　成長ということ・、

②人聞に1よ臼脚
　　納得への基本的

　　欲求があるとい1

　　うこと。

綴　初等露語科教育一

　法の実践的瞬発

i．善誘活動の教育

A　ギ表現3領機

　　一書く・議す

　　1鰯言語事項jl、

（雑文磁禰 P
　　究
　　　議し方の学蒼副

　　も嶺遷せつつ…

①野鶴
　　　醗究1。

　　畷雌一トづi
　　　く婁｝

　　●班レポート検IE

　　　偏し餓

　　⑫艶童作文の読

　　　み方（懸人溺1

　　　醗究1。

　　噸絃鮮トi
　　　づく鞍

　轡　家庭・地域と．

　　学校での律文教

　　育

　！3／　「表境」指導

　　の全体展望と課’

　　題について

○諸実践記録にあ

　る名高い纒も材

　料にした。

O瑳での議し合い

　の体験を材’料に

　考えた。

○嶽導要領にある

　醤語科の馨標を

欝究した。

○プ鞍ントはい
　会議」．冤童作文

　（§月から9鱒

　にわたって12暮

　点を渡している。

O共通教赫罫かず

　子うしはびじん

　です≦（小溝。

○作文の授業醗究

記録プ1声ントを

　渡し，縫辮で活

　罵。

○夏休み中の作業

　課題。

G実地指導講嚢戴こ

　よる特溺講義。
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鐙
員

iη
月

野　擁等馨語科教鳶i

　法の実践的羅究

　一後期

董
君

露語活聾の教官

ザ理解ま鎮域

…読む・臨く

（付隠語事劇l　l

鱗　授業記録の講“

　究から授業案づ『

　く象）へ

①r言憂む3とい

　うこと

読んで楽しく

なる。楽しみ、

ながら読む。

読んで味わう。

味わいながら

読む。

・表象｛となくし

て読みは絞立

　しない。

・霞縫力宰納得し

得る豊かな解

綬を誰もが求

めている．

②文学教材によ

　る授業の記録

○後期予定の串項

　§まで（霧一1

　一β一／ilから翠

　まで〉提示。

o音読・朗読・黙

　読そして微音読

　をやってみた。

0ノンセンス詩，

　童話ぜごんぎつ

　ね麟を．麟無音

　読や群議で昧わ

　つた。

○表象牝の原理と

　癡鈍納得の療運

　として上記読み

　の申で一感の確

　認をし合った。

○読んで生じた懸1

　欄の人々の表象

　の餐穣こは串共通

　難三と｛懇牲的な季蓉

　異とがあること

　を確かめた。

・永穣喜久氏の　0教材と，全蕪時
「ごんぎつねお　　聡扱いのうちの．

の授業記録を　第璽～3時欝ま

読み以下の藩　　での記録を，授

究を進める。　　業中に読んだ。

・謡考と｛乍者と　 0「し拳と摩歌重

の襲辮，文法　　猛もじ琴歌違

約語い的意瞭・　を活躍した。

の分極手法に　o動きのすがたを

i21

鐸1

i
一
月

醗薙庫3霧

ついて，記録日

に基づいて考

えてみる。

・解綬における一

特殊ご一般

具象ご擁象
について考え

てみる。

・繭理解から新

理解へのプ欝一

セスを実鰹に：

即して霞覚し1

合う。

③文学教材紅よ

　る授業の授業、

　案づくゆ

・第露聾め授業

案づくぎ）《復i

元的ヂ授業案

づく磐1。

・第玉暴め授業・

案についての・

手直し．

・第i緩め授業…

案づく彰）の経

験に基づいて

箪ごんぎつね」、

第2章を読み
深め合う。

・第2羅めの授．

業案づく鞍

　億立的な授

業案づく嚇

表す表現の事例

で文法的語い的

意味の追究を試

みた。

○永蟹氏の「ごん

　ぎつね」の授業

　繁3時馨（第董

章冒頭段落〉の

　記録を読み，こ

　の授業実糧のた

　めの案を想定し

　て書いてみた。

o文法的語い的意

　昧の追究のしか

　た，視点（内の

　騒・外の齢や
　鰐鋤のとらえ方

　を学習し合った。

○ヂごんぎつねま

　第§章後半《雑

　品終末鋤取移

　緩いの授業案を

　つくった．冬休

　み直後提鐵。

・第2撮めの授　G授業の実鰹，案

業案づくり体

験の上に立つ・

て，文献に学

ぶ。

のつくり方，教

材の読み方など

を，学び合った。
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2
舞

（
i
月
）

④説醗的文章教…

　韓’による授業1

　について

・文学教材によ…

る授業と太き

　く共通してい

　る。

・糧嚢点は，実

掬や実際との・

禦ミ合㌧　あるいi

　は一般的に書i

われているこ

　ととの顯合がi

必要なことで

ある。

2　言語の軟膏
　　〔言語事項）をめ一

　ぐって

瞬理鯛や嗣
　彗潟の率での捲

　導

（2／取睾）立て撮導

織　大鷺難指導と

　言語事項につい，

　て

v　初等轡語科教育

　法の諸課題

〇二大療運は共選

　であることを確

　かめ合った。

〇三つの教材編で，

　教材解験のしか

　たや，授業での

　取合擾いかたに

　ついて考えた。

o文部省r学習指
導要領」につい

　ての醗究を各霞

　まとめるよう勧

　めた。

醸3黙，　ヂ言語事

　項まギ表堤3縫量

　解まにわたる総

　合的学習で，「か

　な文字学習」が

　主である。

○時霧不定のため

プ蔭ント資料醍

　奮のみにて終っ

　た。

璽　篠島藥の蜜語教10実地指導講輝に

　育の堤献と問題点　　よる特懸講義．

※上記のほか，時懸外に，購属小学校の授業参

　観を実施した。蕊分の授業観察と，授業づく

　今に関する授業者講譲の聴取及ぴ質疑を，学

　生だちは体験した。

鱒　学生たちはギ簿を∬どうま学習しているか

侮をどう学習しているかがわかるためには，学

生の学習蔽溌や学習絃果に絶する多藤的かつ吟味

された客観資料が要る。しかし，本稿では，次ペ

ージ以下3ページにわたる学生のカード配達溺を

示すのみにとどめたい。スペース等のこともある

が，このようなところで公表して有効に使えるハ

ンディな資料は得られ．なかったのである。

　授業時幾の終わ移約5分潤に，その時羅にかか

わる露露な懇懇を書いてもらう、そのカードを次

時までに議み，調べて，次時以降の授業に鑑かす。

特に学生ひと畦ひと垂）の記遽に晃られる発展の方

鶴とか可能性の芽に留意し，幾分で露分を蕎てる

難きを，よ鞍促進させるように働きか毒ナるウ学習

者の動態に締した奎受業を，などと誘く教窟が聯名

醜ぞ妾のクラスなとf3～護維持って，　こんなやり方

にとどまっているのが実憶である。とにかく，轡

と鰐黙しながら発ていただきたい、学生の了解の

もとに二人のカード記述を揚げたが，後難の学生

の分には，若干の麟除がある。

鐸　ゼ小事国語」とr靭等国語科教育

　法』との関連を考えていく上での
　問題点

　1　科§の黛的・内容・方法上のつなが鱗

　鵜内容上共遜する颪一そ4〉洗ひ懲もへ

　籾等蜜語秘教育法のゼ表現まや「理解まの学習

で，語い約文法的意味の追究が，基本的に重要で

あることは言うまでもない。また，その擦の知的

要素は，　「小事国語」の醗究内容になっているも

のである。しかし，これ．まで，必ずしも雨季｝目鶴

で生き盤きとした共通内容になっているとは害い

難いものがあった。それは，これまでの調査資料

やカード記逮などから言える。科目履修繭までの

理解内容や，理解と記憶楚持の動態をどうとらえ

てきたか。科目の授業の展醗にあたって，そのと

らえたものをどう生かしてきたか．こうした観点

からの内容、董証共通する面を薯掩い撫し，二つの季｝§

購董の縫蓮を瞬確ぐとしていく必要力ずある。

　⑦　年次段礒的つ陰が鞍

　嚢科欝め内容は，本来は相互規定的であるとも

言えるし，原理の学と癒羅実践の学に分けられる

一方向牲のものとも誘えよう。しかし，纏大羅語

科・としては，紀要玉7に記したように，力皇タキュラ

ム纏成、鉦，後考の立場で，舗・専毯語達一ギ初等蜜

語辱尋教育法まという，年次段賠的つな力書髭｝を娃緩

んだ。　このような仕緩みカず，　どのような長所と簸
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い船飾狐乙い牝ほ敵る．誌麟私筋の9旙巷説してで
るも窮も又乙うして宮とんう費3で得巨篇も趨る尊べて‘こと感㌦たと・箆う

醇欝び　そこな5　ま£いろいろな影で覧味で蘇分参れしているこ考え製
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　詩とま罷む事で夫扮な事蘇　そ碩詩的内容と絶握競專にと麗い意ず．し脱し

働受騨矯醗で蕪識に恥つ｛ナてほ，乱読碗＆舶顧てしぎ
い非常に’ラ税金でξ、
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　今8碑洋髪醗含蓄部分醒辮で考え鳶事を’書手ま駕駆舞ううむほびびんで導歌と’い

う｛被強含隷注油鏡磨託そ瞬ぶ支騨確嚇．灘嶺蹄桑醜ま
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ε書麗毒縷生協き蕊葛城醜舞麟限舞醒鵬慰ζ艶も態婆．

　近頃．私繕支輩（醤1こ長いも碗飛書ぐここに楽もみと櫓縄事加で慧建瓦。’1奪笙擁曝露

鋒…支那大顎｝きで　緯1稀編垂熱こ皺む書い詑，ものiζ薙ケご違乞葵《ま　書き£いという谷斐…費傘・織’夕焚ノて

しきいま疵．多多．今まで受験勧絶で小論丈　ζ禰千むい．泥も傷と書き夢ミマ纏，乱春ら樗

と毘も蒐蒋．う耕づご書き£いと毘眩うな叢窺｛乍鞍α　とても夫の奪事£こ欝ぴま夢．

　今欝曳に麻木先茎傍授業硬変ぽ　驚雀もお．し響っ£鹿ヲ発問ゲ授業（毒中で効果的

麟嚢醗叙鴨こ騒騒．し琶融熱あご：淋簾飯熱↓もあ毒まう£蒔懸切枇
な、てもま轟ぶ）1じ疑え、αも残毒でも鳶．し熱ご．授業錠録£み％髭畜醗養憲ほいミt・

きし《し嚇旗概強．めも鵬諮静思磯議あ雄業｛徹環勧ぺ綿濃憾ξ．
　条暮野荒tケお・も籍駕「孝と場紀～び裸露な．ている磯↓獅び裸1こ慧線馨t購｛3あ。、

も蘇．しい・琵言葉“廃銘とう壁まも薦．1私も獄穗艶事．きむむ筋な織5§舞携導とあ｛タ（臆

潟じ振えて〈数韓でξ奏～．鞭も翻期灘で1〉導醐蓉交雑なあ毒と箆輪講寮．

今鋤禦硫艶お弩蔀．籍欝1こ晦協脇嫡臆硫。§鋤試ぐ勢醜慈
顔ぎ、5歴史ε諺鶏君こ老漢太鱒芝とあら輸て数えぴも舞い乱ま〉な気びしまξ．諸も舞～か

知落勢溶轄む露なく笑春導な騨躯蝿義＆笑鯵蛇毒こ’乞感知も毬鋤く霞童じ封婆毒愛俵ε

よ讐探勝む磯じず毒乙と塗で猷こと溶乙麗t癒す．
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　弄毛訟もゼ読む．こu蓬　叉悸で躍ネ書鵡竃奮・たと愚シ．’～和むい弓が先ぬτ

　ほ．ひフ鉢ビ、養毛思い撚“孝むむン乞がむぞト・　舟耀弓“がむ華㌧を｛う

鼓舞旗鴇紳鞍ゆ廊騎～∫つ観（叙し誉藩・
難が韓巷建議舞《、そα励のく続』τい物を韻頃・・翫」拶かし
ザ庵朗謬嶺移気ゆぐ口ぞ影．離締¢㌻ηこビわ響蜂、3セもむ恥滋竃・い影璽を

・与論し、箪一、争牡・む像手巻弓蓄弓セ略騒ぜ〆タ授巌ぞμマこないだり・

　こ戯紡搾穫奪が楽し聖とな，之ぐ去．

　し鯵ビ毒1う霧鐘、　誤記毒ベヒ∫観》L等鞍樽ぐ1｝し、　手τっ、　概む㌧、菰象像4筆轟沿もイ峯》二もむ寮で

　贋｝娩蒼い・．　獅脅・しい㌧臨礎が鷲鶴首■．　ごん駈軽侮餓読が
　舞短籍巻笠寺秘移．駈跨移裂がし㌻。こ駆盛観む比に纏蘇マ受難が5溶3）が．
搬誓の記録鞭私が気力・’？か露が、鋲こセだもげセ・、嚇停奪：勉強葦ゴあト・孝ム綜ヂ

物譲磁釈も馨蕊議粋窯獅・丁菖衿腰細結齢♂〉麹㌔　船実践羅
一γ瞬馨笹懸ぬ二逗ぽ蝦、聾・鋏西婦警臨雌鯵絵な、7嘱ので．
私讐弓がうしいt簿、Zいし

峯峯が娠レτ〈ξ∫も響：磁毒、亀・㌔鎌“、　魂舞8がいぜ1しτ二務翼竜払マい峯：u二

篤い事、　農乍礒ろ｝擁暮こゼ箋ザ驚喜．灘31

ぞ爵馨ブぐ賢善戦獄ヒ法零時の麟凝を耀辮郵堤、解一碧妨ぴ鞍肇ε行うが、

雛畷廊秘晦購・、ヒ“り：ヒ繭冶詠凝紛織r5・般ソ裂ろ扉
〆、卑麟秘弓癒織が遜権であ｝比、畢冠鶴が履き峯礎t報等董＝を・跨磐飢τ・

し曳藁薦が篠騰‘むむ　　確執誉㌻1・樗ろ鯵醜こb㌦『乃＃㌧『㍉。
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嫉重㌻婁疹がむ纏縫勲“む鳶が、難場う恥い重縫・㎡緋暮軽二瓶ザ
賛廟で丸尊重通い湾．　搾》配ゑ癒的～鍾こ弛が見～い摩いこ齢こ磯プ掃εみ・
一海響・暮誌飛｛賢憐鰐い擁す㌧鐙残賢㌃いし＆い巧3皇轡
師｝病毒峯箋を」晒嚇こレzいこ〉セ鼠～箆？い鐸垂ご・紘ピん婁イ苓餅こ～み～逡夢

tマいぐ詫ぞの、今韓傷手羨しぴ」、ろ紋麟もか亨τ・歎声群塵ラ諌〆幹隷7㍉

詠，舞レ義複、§ご今敬凝霜解9をががソを壕響魁　鳶麟蓬鱗峯二締の“う壁書5も

び秘セ欝、群．麟鱈‘痔羨τ・嫌な（、う轟総力燐む理解α“ゼよ旨ギ天中
馳獅〉．　㌦もぽぱも錆腋・断言蟻t麟餐議紅勧¢ず・び犠較醗駈・
嬢噂評朧にあ・い璽轡禍緊轟轟を纏う碑z・躍帆駆鴇轟轟ぐ灘鞍ヒ犠轟依）一

む魑編至愛鼓弓ぜ～む犠を匙う。

今鷺鴇翫文博鷺嚇転結窪恥・ぎ轡～亨〆、／》亀酉壕構居膳““こと膨ぐ蓋が釈

あ特も葬．　、と病7」諄蒙を鵜ツ西み～か、論畿吏セ馨し〈綾駅を〆｛で鼓舞・し¢雄．．

「物数あ唖経連ん誰ヅ続私邸ぎく知もぎ1二い瓦経が，紡急熱勧簸評ざい駅鈴～鈎ゆ竜セ

　感纏い湾．

穿鴇嘆ず・1》粋練緯、師侮脅あ鱗無縫壌泌駅竈憂痴で磯、歓焦導βい難事粋
薄緑いh　㌦魯・レ．．櫓讐賛私感群鳥鷲転筆む隻畷伽卜二u二
奏纏い称一っ嬬威睾二こ露麟等質ぎ饒釈が賛等こ乞吃緊駆梅、樽葺舞轟緩磯廊：

犠が、ゼ｛鷲ゆ鰭無㌔いゼ疑しぎ霞レ・まいう皆を無慮碓．

細叙山勢セ、謙麟罧㌔」瞬警、麟隷属略芝～織部勉｛蘇た・蘇’馨＞・

海淋轟檬難い墾㌃㌔魏勧むあ起報ろ疑ヤhが挙く、葎、《〆ヅマ
　語い矯喋露轟轟尋初こ“群気海額藩寡がで受≧こ駕㌔福。群，　勧験起う、愚弟

　こセu・を喜疲t巻疑い疇覧疑歓飛轡駄気癖稿く、曜婦～めの　とろ潅
　お継駄・エ、が＼・支輪曳町彗魏ぢ纏い　』垂瓢蓄㍉

濯纏縫麟嫁毒4繕℃、齢t珪いニゴ暴姻続㈱㌦む翻も幽資し麟t厚め艦も㌘
纏嫡一 ･∫5い勉、と艶事篭い事‘　ヒ戚、鹸睡擦い｛い茎協1こ、今質擁麟～養い1い零露も、

難しい織畳懸物鮭“）：梅抄膳瞬、涯、飯櫃ザ～鵯し趣（★林竜華噛翫蕪蟹払

所を持っているか。こ麗は，懐重に追究してみな

ξナればなるまい。

　　鱗　蒙的・方法上のつ橡が縫

　r初等羅語科教育法まは，　「あ鞍方」すなわち

方法学の科目である。一見，スタティッタな知識

内容の学に、憩える「小專醜語」の内容とは一趣を異

にするかのようである。しかし．安定した学に一

晃スタティッタに見える蓄積があること，学と言

われるものに方法論や方法論愛が当然あること，

そしてまだ若い学綴である匿語科教畜学には，安

定的な§的論や方法講がないこと等々，■講料震の

この錘でのつな力碁》を考える場合の開題はたくさ

んある。実践を還しつつ．高穫：の鰐象乾を欝って

究明に努めたい。

　2　講科舞と飽科羅とのつなが彰｝

　爾科目薦のつなが薯）を考える場合に，少なくと

も麟語系専需科嚢とそれぞれがどうつながってい

るかを考癒しないわけにはいかない。撰文学力灘

漢文学方嚢とは，爾科欝とも直接している。

　3　学生σ〉醗究の登慶ぶ縫と二科穰4〉つな

　　が鯵

　学生が，一年闘の中で．あるいは2年～欠3年次

の二年闘の中で，科目の醗究をどう発展させてい

っているか。こういう麟態を具体的1ことらえてい

くことの大事さは．殊更記すまでもないだろう。

そしてそういう申で二1科震のつなが鯵が，事実と

して学生の中にどのように生ビているものか。こ

れこそ実に知童〉たいことではある。

漉嬢　瞬語数膏醗甕大辞典（鱗絵欝欝テ88〉夢．3鑓

濤三纏｝　誓事郵灘教脅1こお毒ナる読書舞華薄」絆糞校瞬1書1露盤誌

　　懲6、2

注13）　ヂ懇懇」とは，葎藍講授業の誓祭に記した感想印

注鱒　このとき，このカード記達者の授業案が，飽の

　　2入のものと其に、全葵の参考として鈴昧された。


